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第15期(償還) (償還日 2023年９月15日) 

 
 
 

平素は格別のご愛顧を賜り、厚くお礼申しあげます。 

｢日興スリートップ（資産成長型）」は、信託約款の規定に基づき、2023年９月15日に信託期間が終了し、償還い

たしました。 

ここに、設定以来の運用状況と償還内容をご報告いたしますとともに、受益者のみなさまのご愛顧に対しまし

て、重ねてお礼申しあげます。 

 
 
 

商 品 分 類 追加型投信／内外／資産複合 

信 託 期 間 2008年11月12日から2023年９月15日までです。 

運 用 方 針 
主として投資信託証券(投資信託または外国投資信託の受益証券(振替投資信託受益権を含みます｡)および投資法人または外
国投資法人の投資証券をいいます｡)の一部、またはすべてに分散投資を行ない、インカム収益の確保を図るとともに、中長
期的な信託財産の成長をめざして運用を行ないます。 

主要運用対象 

｢ＰＩＭＣＯグローバル債券ストラテジーファンドＪ（ＪＰＹ）」受益証券 
｢ＰＩＭＣＯグローバルハイイールドストラテジーファンドＪ（ＪＰＹ）」受益証券 
｢ＰＩＭＣＯエマージング債券ストラテジーファンドＪ（ＪＰＹ）」受益証券 
｢キャピタル・グループ・グローバル・エクイティ・ファンド（ＬＵＸ）（クラスＣ）」投資証券 
｢グローバル高配当株式マザーファンド」受益証券 
上記の投資信託証券を主要投資対象とします。 

組 入 制 限 
投資信託証券、短期社債等、コマーシャル・ペーパーおよび指定金銭信託以外の有価証券への直接投資は行ないません。 
外貨建資産への実質投資割合には、制限を設けません。 

分 配 方 針 
毎決算時、原則として分配対象額のなかから、基準価額水準、市況動向などを勘案して分配を行なう方針です。 
ただし、分配対象額が少額の場合には分配を行なわないこともあります。 

 
 

当ファンドの仕組みは次の通りです。 

受 益 者 の み な さ ま へ 

償還 運用報告書(全体版) 
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○ 近５期の運用実績 
 

決 算 期 
基 準 価 額 

株   式 
組 入 比 率 

投 資 信 託 
証   券 
組 入 比 率 

純 資 産 
総 額 (分配落) 

税 込 み 
分 配 金 

期 中 
騰 落 率 

 円 銭 円 ％ ％ ％ 百万円 

11期(2019年９月17日) 21,374    35 2.3 16.2 80.5 66 

12期(2020年９月15日) 22,160    35 3.8 19.3 77.2 55 

13期(2021年９月15日) 25,091    35 13.4 19.7 76.7 67 

14期(2022年９月15日) 27,351    35 9.1 12.9 83.3 83 

(償還時) (償還価額)      

15期(2023年９月15日) 30,623.07 － 12.0 － － 76 
 
（注）基準価額の騰落率は分配金込み。 
（注）当ファンドは親投資信託を組み入れますので、「株式組入比率」は実質比率を記載しております。 
（注）当ファンドは親投資信託を組み入れますので、「投資信託証券組入比率」は実質比率を記載しております。 
（注）複数の投資信託に分散投資を行なうため、適切なベンチマークおよび参考指数はございません。 

 

○当期中の基準価額と市況等の推移 

年 月 日 
基 準 価 額 株   式 

組 入 比 率 

投 資 信 託 
証   券 
組 入 比 率  騰 落 率 

(期  首) 円 銭 ％ ％ ％ 

2022年９月15日 27,351    － 12.9 83.3 

９月末 26,257    △ 4.0 12.5 84.0 

10月末 27,661    1.1 14.3 82.5 

11月末 27,236    △ 0.4 12.8 84.0 

12月末 26,385    △ 3.5 13.3 83.5 

2023年１月末 26,949    △ 1.5 13.3 83.5 

２月末 27,523    0.6 12.2 84.6 

３月末 27,381    0.1 12.3 84.4 

４月末 27,899    2.0 13.3 83.2 

５月末 28,677    4.8 12.4 84.5 

６月末 30,182    10.4 12.5 84.5 

７月末 29,998    9.7 12.7 84.1 

８月末 30,735    12.4 12.4 84.5 

(償還時) (償還価額)    

2023年９月15日 30,623.07 12.0 － － 
 
（注）騰落率は期首比です。 
（注）当ファンドは親投資信託を組み入れますので、「株式組入比率」は実質比率を記載しております。 
（注）当ファンドは親投資信託を組み入れますので、「投資信託証券組入比率」は実質比率を記載しております。 

【運用報告書の表記について】 

・原則として、各表の数量、金額の単位未満は切捨て、比率は四捨五入で表記しておりますので、表中の個々の数字の合計が合計欄の

値とは一致しないことがあります。ただし、単位未満の数値については小数を表記する場合があります。 



u952788_00_3537953712311.docx 

 
－ 2 － 

日興スリートップ（資産成長型） 

○運用経過 (2008年11月12日～2023年９月15日) 

 

 

 

（注）分配金再投資基準価額は、分配金（税込み）を分配時に再投資したものとみなして計算したもので、ファンド運用の実質的なパフォー

マンスを示すものです。 

（注）分配金を再投資するかどうかについてはお客様がご利用のコースにより異なります。また、ファンドの購入価額により課税条件も異

なります。したがって、お客様の損益の状況を示すものではありません。 

（注）上記騰落率は、小数点以下第２位を四捨五入して表示しております。 

（注）当ファンドの運用方針に対し、適切に比較できる指数が存在しないため、ベンチマークおよび参考指数を設定しておりません。 

 

○基準価額の主な変動要因 

当ファンドは、投資信託証券への投資を通じて、世界の債券および株式に幅広く分散投資を行ない、安定

した収益の確保と信託財産の成長をめざして運用を行なってまいりました。信託期間中における各投資先ファ

ンドの騰落率は、以下の通りとなりました。 
 

資産 ファンド名 騰落率 

高格付債券 ＰＩＭＣＯグローバル債券ストラテジーファンドＪ（ＪＰＹ） 181.9％ 

高利回り債券 ＰＩＭＣＯグローバルハイイールドストラテジーファンドＪ（ＪＰＹ） 391.5％ 

新興国債券 ＰＩＭＣＯエマージング債券ストラテジーファンドＪ（ＪＰＹ） 166.8％ 

世界株式 キャピタル・グループ・グローバル・エクイティ・ファンド（ＬＵＸ）（クラスＣ） 501.7％ 

世界高配当株式 グローバル高配当株式マザーファンド 516.5％ 

  

設定以来の基準価額等の推移 
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信託期間中における基準価額の主な変動要因は、以下の通りです。 

 

＜値上がり要因＞ 

・組入債券の利息収入を得たこと。 

・組入債券のスプレッド（国債に対する上乗せ金利）が縮小したこと。 

・世界経済の拡大を背景に企業業績が堅調に推移したこと。 

・為替市場においてアメリカドル、ユーロ、新興国通貨が対円で全般的に上昇したこと。 

 

＜値下がり要因＞ 

・米国や英国の国債利回りが上昇（債券価格は下落）したこと。 

・新型コロナウイルスの感染拡大を巡る警戒感が強まったこと。 

・ウクライナ情勢の緊迫化などの地政学的リスクが高まったこと。 

・インフレ率の上昇と急激な金融引き締め、その帰結として景気後退が懸念されたこと。 

 

 

（高格付債券市況） 

高格付債券市場は、期間を通じて見ると上昇しました。 

期間の初め、米国の住宅ローンバブルの崩壊に端を発した世界金融危機によるリスク回避姿勢の強まりを

受けて安全資産への逃避から上昇して始まりましたが、市場の回復に伴ない過度なリスク回避姿勢の後退を

背景に下落に転じました。その後は、欧州債務問題のほか、中国人民元切り下げ、原油価格の大幅な下落や

米中貿易摩擦といった地域ごとの強弱入り混じる材料により市場が上下する局面が見られる展開が続きまし

た。期間末にかけては新型コロナウイルスの感染拡大を受けた景気の先行き不安の高まりから欧米の中央銀

行による緊急利下げの実施などによって上昇した一方、その後のインフレの急上昇を背景に各国での急速か

つ大幅な利上げが行なわれたことなどが重しとなり大きく下落し、値動きの大きな展開となりました。ただ

し、期間を通じて見ると金利収入の積み上げの恩恵を享受したことから高格付債券市場は上昇しました。 

 

（高利回り債券市況） 

期間を通じて見ると、高利回り債券市場（現地通貨ベース）は上昇しました。 

期間の初め、米国の住宅ローンバブルの崩壊に端を発した世界金融危機によるリスク回避姿勢の強まりを

受けて下落して始まりましたが、その後、市場の回復に伴ない同市場も上昇に転じました。以降は米国連邦

準備制度理事会（ＦＲＢ）や欧州中央銀行（ＥＣＢ）をはじめとした主要中央銀行による量的緩和政策など

を背景に緩やかな景気拡大が継続するなか、同市場も上昇基調となりました。期間末にかけては、新型コロ

ナウイルスの感染拡大や、ロシアによるウクライナ侵攻、その後のインフレ上昇に対応した急速な利上げと

いった要因が同市場の重しとなりましたが、期間を通じては高利回り債券市場は上昇しました。 

 

  

投資環境 
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（エマージング債券市況） 

期間中の新興国債券市場（円ベース）、新興国通貨（対円）は共に上昇しました。 

新興国債券市場（円ベース）は、期間の前半は米国の住宅ローンバブルの崩壊を背景とした世界金融危機

をはじめ、その後の欧州債務問題やバーナンキショック、米中貿易摩擦などといった下落要因が見られる展

開が続きました。さらに、期間末にかけてはロシアによるウクライナ侵攻や、新興国での利上げなどが重し

となりました。しかし、期間を通じては金利の積み上げがプラス要因となり、新興国債券市場（円ベース）

は大きく上昇しました。 

新興国通貨でも、新興国債券市場（円ベース）と同様の要因が重しとなりました。しかし、期間末に米国

での大幅な利上げを受けて円安／アメリカドル高が大きく進行したことから、期間を通じてみると、高い金

利収入の積み上げや大幅な円安／アメリカドル高などがプラス材料となり対円で上昇しました。 

 

（株式市況） 

期間中の世界株式市場は、現地通貨ベースで見て上昇しました。 

期間の初めから半ばにかけては、世界経済の拡大を背景に企業業績が堅調に推移するなか、おおむね上昇

基調で推移しました。主要国の安定的なインフレ動向を背景に、緩和的な金融環境が継続したことも株価を

下支えしました。その後は、貿易を巡る米中対立に加え、新型コロナウイルスの感染拡大やロシアによるウ

クライナ侵攻などを受けて投資家のリスク回避姿勢が強まり、大幅に下落する場面が見られました。期間末

にかけては、新型コロナウイルスの感染拡大で休止した経済活動が再開し企業業績が回復するにつれ、再び

上昇する展開となりました。また、米国金利の上昇に伴なう日米金利差の拡大などから期間中に円安／アメ

リカドル高が進行し、円ベースでも上昇となりました。 

 

（為替市況） 

信託期間中における主要通貨

（対円）は、右記の推移となり

ました。 
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（当ファンド） 

信託期間中における各資産の配分比率は、投資顧問会社である「日興グローバルラップ株式会社」からの

投資助言に従い、以下の比率をめどとしました。 

 
 

資 産 
当作成期間初～ 
2009年４月６日 

2009年４月７日～ 
2009年７月６日 

2009年７月７日～ 
2009年10月22日 

2009年10月23日～ 
2010年８月18日 

高格付債券、高利回り債券、新興国債券 77.00％ 80.00％ 75.00％ 72.00％ 

世界株式 9.00％ 7.00％ 11.00％ 11.50％ 

世界高配当株式 14.00％ 13.00％ 14.00％ 16.50％ 

資 産 
2010年８月19日～ 
2011年１月７日 

2011年１月11日～ 
2011年８月22日 

2011年８月23日～ 
2011年12月６日 

2011年12月７日～ 
2012年３月９日 

高格付債券、高利回り債券、新興国債券 78.00％ 74.50％ 75.00％ 77.00％ 

世界株式 8.50％ 11.50％ 10.00％ 9.00％ 

世界高配当株式 13.50％ 14.00％ 15.00％ 14.00％ 

資 産 
2012年３月12日～ 
2012年７月27日 

2012年７月30日～ 
2013年１月29日 

2013年１月30日～ 
2014年２月４日 

2014年２月５日～ 
2014年３月４日 

高格付債券、高利回り債券、新興国債券 74.00％ 76.50％ 75.00％ 72.50％ 

世界株式 11.00％ 9.00％ 10.00％ 11.00％ 

世界高配当株式 15.00％ 14.50％ 15.00％ 16.50％ 

資 産 
2014年３月５日～ 
2014年５月２日 

2014年５月７日～ 
2014年８月４日 

2014年８月５日～ 
2014年９月２日 

2014年９月３日～ 
2015年１月６日 

高格付債券、高利回り債券、新興国債券 69.70％ 67.80％ 70.00％ 67.00％ 

世界株式 12.10％ 12.20％ 11.00％ 12.10％ 

世界高配当株式 18.20％ 20.00％ 19.00％ 20.90％ 

資 産 
2015年１月７日～ 
2015年２月３日 

2015年２月４日～ 
2015年３月３日 

2015年３月４日～ 
2015年４月２日 

2015年４月３日～ 
2015年７月２日 

高格付債券、高利回り債券、新興国債券 70.30％ 72.00％ 69.20％ 67.50％ 

世界株式 10.90％ 9.80％ 10.80％ 11.50％ 

世界高配当株式 18.80％ 18.20％ 20.00％ 21.00％ 

資 産 
2015年７月３日～ 
2015年８月４日 

2015年８月５日～ 
2015年９月２日 

2015年９月３日～ 
2015年10月２日 

2015年10月５日～ 
2015年11月４日 

高格付債券、高利回り債券、新興国債券 70.80％ 67.80％ 70.90％ 73.70％ 

世界株式 10.30％ 11.40％ 10.30％ 9.30％ 

世界高配当株式 18.90％ 20.80％ 18.80％ 17.00％ 

 

  

当ファンドのポートフォリオ 
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資 産 
2015年11月５日～ 
2015年12月２日 

2015年12月３日～ 
2016年１月５日 

2016年１月６日～ 
2016年２月２日 

2016年２月３日～ 
2016年３月２日 

高格付債券、高利回り債券、新興国債券 71.10％ 68.30％ 69.90％ 72.90％ 

世界株式 10.20％ 11.20％ 10.10％ 9.10％ 

世界高配当株式 18.70％ 20.50％ 20.00％ 18.00％ 

資 産 
2016年３月３日～ 
2016年４月４日 

2016年４月５日～ 
2016年５月６日 

2016年５月９日～ 
2016年６月２日 

2016年６月３日～ 
2016年７月４日 

高格付債券、高利回り債券、新興国債券 75.60％ 73.20％ 70.60％ 68.20％ 

世界株式 8.20％ 9.00％ 9.90％ 10.80％ 

世界高配当株式 16.20％ 17.80％ 19.50％ 21.00％ 

資 産 
2016年７月５日～ 
2016年８月２日 

2016年８月３日～ 
2016年11月２日 

2016年11月４日～ 
2016年12月２日 

2016年12月５日～ 
2017年２月２日 

高格付債券、高利回り債券、新興国債券 71.30％ 68.60％ 71.60％ 68.90％ 

世界株式 9.80％ 10.70％ 9.70％ 10.60％ 

世界高配当株式 18.90％ 20.70％ 18.70％ 20.50％ 

資 産 
2017年２月３日～ 
2017年３月２日 

2017年３月３日～ 
2018年２月２日 

2018年２月５日～ 
2018年３月２日 

2018年３月５日～ 
2018年４月３日 

高格付債券、高利回り債券、新興国債券 71.70％ 69.00％ 72.00％ 74.70％ 

世界株式 9.60％ 10.50％ 9.50％ 8.60％ 

世界高配当株式 18.70％ 20.50％ 18.50％ 16.70％ 

資 産 
2018年４月４日～ 
2018年５月２日 

2018年５月７日～ 
2018年６月４日 

2018年６月５日～ 
2018年７月３日 

2018年７月４日～ 
2018年10月２日 

高格付債券、高利回り債券、新興国債券 77.10％ 74.90％ 72.50％ 70.20％ 

世界株式 7.80％ 8.50％ 9.30％ 9.80％ 

世界高配当株式 15.10％ 16.60％ 18.20％ 20.00％ 

資 産 
2018年10月３日～ 
2018年11月２日 

2018年11月５日～ 
2019年１月７日 

2019年１月８日～ 
2019年３月４日 

2019年３月５日～ 
2019年４月２日 

高格付債券、高利回り債券、新興国債券 72.00％ 74.70％ 77.20％ 75.20％ 

世界株式 8.90％ 8.10％ 7.30％ 7.80％ 

世界高配当株式 19.10％ 17.20％ 15.50％ 17.00％ 

資 産 
2019年４月３日～ 
2019年５月８日 

2019年５月９日～ 
2019年６月４日 

2019年６月５日～ 
2019年７月２日 

2019年７月３日～ 
2019年８月２日 

高格付債券、高利回り債券、新興国債券 72.80％ 70.20％ 73.10％ 70.50％ 

世界株式 8.50％ 9.30％ 8.40％ 9.20％ 

世界高配当株式 18.70％ 20.50％ 18.50％ 20.30％ 
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日興スリートップ（資産成長型） 

 

資 産 
2019年８月５日～ 
2019年９月３日 

2019年９月４日～ 
2019年10月２日 

2019年10月３日～ 
2019年11月５日 

2019年11月６日～ 
2019年12月３日 

高格付債券、高利回り債券、新興国債券 73.00％ 75.60％ 73.30％ 71.40％ 

世界株式 8.30％ 7.50％ 8.20％ 8.30％ 

世界高配当株式 18.70％ 16.90％ 18.50％ 20.30％ 

資 産 
2019年12月４日～ 
2020年２月４日 

2020年２月５日～ 
2020年３月３日 

2020年３月４日～ 
2020年４月２日 

2020年４月３日～ 
2020年５月７日 

高格付債券、高利回り債券、新興国債券 69.90％ 72.90％ 75.50％ 77.90％ 

世界株式 9.10％ 8.20％ 7.40％ 6.70％ 

世界高配当株式 21.00％ 18.90％ 17.10％ 15.40％ 

資 産 
2020年５月８日～ 
2020年６月２日 

2020年６月３日～ 
2020年８月４日 

2020年８月５日～ 
2020年10月２日 

2020年10月５日～ 
2020年11月４日 

高格付債券、高利回り債券、新興国債券 75.80％ 73.50％ 70.90％ 73.70％ 

世界株式 7.30％ 8.00％ 8.80％ 8.00％ 

世界高配当株式 16.90％ 18.50％ 20.30％ 18.30％ 

資 産 
2020年11月５日～ 
2020年12月２日 

2020年12月３日～ 
2021年１月５日 

2021年１月６日～ 
2021年２月２日 

2021年２月３日～ 
2021年３月２日 

高格付債券、高利回り債券、新興国債券 76.30％ 74.00％ 72.40％ 75.00％ 

世界株式 7.20％ 7.90％ 7.70％ 7.00％ 

世界高配当株式 16.50％ 18.10％ 19.90％ 18.00％ 

資 産 
2021年３月３日～ 
2021年８月３日 

2021年８月４日～ 
2021年10月４日 

2021年10月５日～ 
2021年11月２日 

2021年11月４日～ 
2022年４月４日 

高格付債券、高利回り債券、新興国債券 73.10％ 71.20％ 74.00％ 71.50％ 

世界株式 7.10％ 7.80％ 7.10％ 7.80％ 

世界高配当株式 19.80％ 21.00％ 18.90％ 20.70％ 

資 産 
2022年４月５日～ 
2022年５月６日 

2022年５月９日～ 
2022年６月２日 

2022年６月３日～ 
2022年７月４日 

2022年７月５日～ 
2022年９月２日 

高格付債券、高利回り債券、新興国債券 74.50％ 72.00％ 74.20％ 76.70％ 

世界株式 9.00％ 9.90％ 9.00％ 8.10％ 

世界高配当株式 16.50％ 18.10％ 16.80％ 15.20％ 

資 産 
2022年９月５日～ 
2022年10月４日 

2022年10月５日～ 
2022年11月２日 

2022年11月４日～ 
2022年12月２日 

2022年12月５日～ 
2023年２月２日 

高格付債券、高利回り債券、新興国債券 79.00％ 77.00％ 79.30％ 77.30％ 

世界株式 7.30％ 8.00％ 7.20％ 7.90％ 

世界高配当株式 13.70％ 15.00％ 13.50％ 14.80％ 
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日興スリートップ（資産成長型） 

 

資 産 
2023年２月３日～ 
2023年４月４日 

2023年４月５日～ 
2023年５月２日 

2023年５月８日～ 
当作成期間末 

高格付債券、高利回り債券、新興国債券 79.30％ 77.30％ 79.40％ 

世界株式 7.20％ 7.90％ 7.20％ 

世界高配当株式 13.50％ 14.80％ 13.40％ 

 

期間中、各投資対象資産の値動きや割安度、金融市場における投資家心理の変化などを総合的に考慮して、

資産配分比率の決定および変更を行ないました。結果として、世界高配当株式を中心に株式資産全体を基本

ポートフォリオに対してオーバーウェイトとした期間が運用期間の約７割を占めました。一方で、2008年か

ら2009年の金融危機時や2020年の新型コロナウイルスの感染拡大時など価格変動リスクが高まった局面や、

2022年の半ば以降で株式資産の割高感が強まった局面においては、債券資産全体をオーバーウェイトとしま

した。 

 

当ファンドは2008年11月12日の設定以来、約14年10ヵ月にわたり運用してまいりました。このたび、約款

の規定に基づき、信託終了日を2023年９月15日として償還いたしました。 

これまでのみなさまのご愛顧に対しまして、心より厚くお礼申しあげますとともに、今後とも弊社投資信

託をご愛顧賜りますよう、よろしくお願い申しあげます。 

 

（ＰＩＭＣＯグローバル債券ストラテジーファンドＪ（ＪＰＹ）） 

金利戦略では、主要国の経済動向と金融政策のスタンスに着目しつつ、状況に応じて機動的に国別配分を

行ないました。また、セクター戦略については、バリュエーション（価値評価）などを踏まえ非政府系モー

ゲージ債などに着目したほか、社債や新興国債券の中でもリスクを考慮して魅力的な利回りを提供する銘柄を

厳選し投資を行ないました。通貨配分戦略では、各国の経済状況や利回りの高さなどを考慮し選別しました。 

 

（ＰＩＭＣＯグローバルハイイールドストラテジーファンドＪ（ＪＰＹ）） 

期間の初めについては世界金融危機を受けた景気の低迷や地政学的リスクの高まり、期間末にかけては欧

米の中央銀行による急速な金融引き締めなどへの懸念が見られるなか、期間を通じて慎重姿勢としつつ、投

資妙味のある業種・銘柄の選別を行ないました。具体的には参入障壁が高く、先進国における高齢化の進行

が好材料になると考えられるヘルスケアなどの投資比率を多めとする一方で、景気低迷の影響を受けやすい

金属・鉱業などの投資比率を抑制して運用しました。 

 

（ＰＩＭＣＯエマージング債券ストラテジーファンドＪ（ＪＰＹ）） 

新興国の国別選択においては、金融・財政政策、国内の政治情勢、地政学的リスクの影響度合いの観点か

らパフォーマンスに差異が生じると考え、投資対象の選別をより慎重に行ないました。具体的には、新興国

債券については、政治が安定し、ファンダメンタルズ（経済の基礎的条件）が良好な国などを踏まえて、ブラ

ジルやメキシコなどを概ね積極姿勢としました。新興国通貨についても、同様にファンダメンタルズの良好

な国のほか、相対的に高い金利の獲得が期待できる通貨として、ブラジルレアルやインドネシアルピアなど

を概ね積極姿勢としました。一方、ファンダメンタルズが脆弱なトルコの債券や通貨を消極姿勢としました。 
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日興スリートップ（資産成長型） 

（キャピタル・グループ・グローバル・エクイティ・ファンド（ＬＵＸ）（クラスＣ）） 

世界株式市場では情報技術や一般消費財・サービスをはじめ、幅広いセクターが上昇しました。こうした

なか、世界各国の経済および市場動向を注視しながら、長期的な視点と徹底した企業調査による個別銘柄選

択に基づき、強固な財務体質を持つ企業や革新的な技術力で高い収益成長が期待できる企業など、中長期的

に見て魅力的な銘柄への投資を行ないました。 

 

（グローバル高配当株式マザーファンド） 

期間を通じて、ファンダメンタル・リサーチにより、長期的な収益力とキャッシュフローを生み出す力を

持った企業の発掘に努め、これらの企業の本源的価値と市場価格を比較することで、優れたキャッシュフロー

を生み出す力を持ち、配当が安定的または成長しているにもかかわらず、株価が割安に放置されていると考

えられる銘柄を見極めることにより、配当水準が高く、中長期的に配当の増加および株価の上昇が見込める

企業を厳選して投資する方針に基づいて運用を行なってきました。 

ポートフォリオの構成については、国別では配当が魅力的でキャッシュフローの安定した銘柄が多くある

と考えている米国（米国上場の他国株式を除く）の組入比率を概ね６割程度とし、また欧州（含む英国）は

概ね２～３割となるポートフォリオとしました。欧州地域は、配当利回り面での魅力度が高いと判断した銘

柄を中心に保有しました。 

セクター別では、企業の財務状況が健全で、堅調なキャッシュフローに支えられ、配当の安定性や成長が

見込める銘柄が多いと判断したセクターを高めに組み入れました。 

期間中での基準価額は上昇しました。また、ファンダメンタル・リサーチに基づく銘柄選択に努めた結果、

広範なセクターで銘柄選択効果がパフォーマンスにプラスに働きました。 

 

 

当ファンドの運用方針に対し、適切に比較できる指数が存在しないため、ベンチマークおよび参考指数を

設定しておりません。 

 

 

信託期間中における分配金は、基準価額水準、市況動向などを勘案して決定し、１万口当たりの累計は470

円（税込み）となりました。なお、分配金に充当しなかった収益につきましては、信託財産内に留保し、運

用の基本方針に基づいて運用いたしました。 

 

当ファンドのベンチマークとの差異 

分配金 
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日興スリートップ（資産成長型） 

○１万口当たりの費用明細 (2022年９月16日～2023年９月15日) 

項 目 
当 期 

項 目 の 概 要 
金 額 比 率 

  円 ％  

（a） 信 託 報 酬 412  1.466  (a)信託報酬＝期中の平均基準価額×信託報酬率 

 （ 投 信 会 社 ） (245)  (0.872)  委託した資金の運用の対価 

 （ 販 売 会 社 ） (157)  (0.561)  運用報告書など各種書類の送付、口座内でのファンドの管理、購入後の情報 
提供などの対価 

 （ 受 託 会 社 ） (  9)  (0.033)  運用財産の管理、投信会社からの指図の実行の対価 

（b） 売 買 委 託 手 数 料 1   0.003   (b)売買委託手数料＝期中の売買委託手数料÷期中の平均受益権口数 
売買委託手数料は、有価証券等の売買の際、売買仲介人に支払う手数料 

 （ 株  式 ） (  1)  (0.003)   

 （ 投 資 信 託 証 券 ） (  0)  (0.000)   

（c） 有 価 証 券 取 引 税 1   0.003   (c)有価証券取引税＝期中の有価証券取引税÷期中の平均受益権口数 
有価証券取引税は、有価証券の取引の都度発生する取引に関する税金 

 （ 株  式 ） (  1)  (0.003)   

 （ 投 資 信 託 証 券 ） (  0)  (0.000)   

（d） そ の 他 費 用 38   0.136   (d)その他費用＝期中のその他費用÷期中の平均受益権口数 

 （ 保 管 費 用 ） (  9)  (0.033)  保管費用は、海外における保管銀行等に支払う有価証券等の保管及び資金の 
送金・資産の移転等に要する費用 

 （ 監 査 費 用 ） (  1)  (0.004)  監査費用は、監査法人等に支払うファンドの監査に係る費用 

 （ 印 刷 費 用 等 ） ( 27)  (0.096)  印刷費用等は、法定開示資料の印刷に係る費用など 

 （ そ の 他 ） (  1)  (0.003)  その他は、信託事務の処理等に要するその他の諸費用 

 合 計 452   1.608    

期中の平均基準価額は、28,073円です。  

 
（注）期中の費用（消費税等のかかるものは消費税等を含む）は、追加・解約により受益権口数に変動があるため、簡便法により算出した

結果です。 
（注）各金額は項目ごとに円未満は四捨五入してあります。 
（注）売買委託手数料、有価証券取引税およびその他費用は、このファンドが組み入れている親投資信託が支払った金額のうち、当ファン

ドに対応するものを含みます。 
（注）各比率は１万口当たりのそれぞれの費用金額（円未満の端数を含む）を期中の平均基準価額で除して100を乗じたもので、項目ごと

に小数第３位未満は四捨五入してあります。 
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日興スリートップ（資産成長型） 

（参考情報） 

○経費率（投資先ファンドの運用管理費用以外の費用を除く。） 
期中の運用・管理にかかった費用の総額（原則として、募集手数料、売買委託手数料および有価証券取引税

を除く。）を期中の平均受益権口数に期中の平均基準価額（１口当たり）を乗じた数で除した経費率（年率）は

1.60％です。 

 

 

 
（注）当ファンドの費用は１万口当たりの費用明細において用いた簡便法により算出したものです。 
（注）各費用は、原則として、募集手数料、売買委託手数料および有価証券取引税を含みません。 
（注）「その他費用」には保管費用が含まれる場合があります。なお、「その他費用」の内訳は「１万口当たりの費用明細」にてご確認いた

だけますが、期中の費用の総額と年率換算した値は一致しないことがあります。 
（注）各比率は、年率換算した値です。 
（注）投資先ファンドとは、当ファンドが組み入れている投資信託証券（親投資信託を除く。）です。 
（注）当ファンドの費用は、親投資信託が支払った費用を含み、投資先ファンドが支払った費用を含みません。 
（注）当ファンドの費用と投資先ファンドの費用は、計上された期間が異なる場合があります。 
（注）投資先ファンドには運用管理費用以外の費用がある場合がありますが、上記には含まれておりません。 
（注）上記の前提条件で算出したものです。このため、これらの値はあくまでも参考であり、実際に発生した費用の比率とは異なります。 
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日興スリートップ（資産成長型） 

○売買及び取引の状況 (2022年９月16日～2023年９月15日) 

 

 

銘 柄 
買 付 売 付 

口 数 金 額 口 数 金 額 

国 

内 

 千口 千円 千口 千円 
ＰＩＭＣＯグローバル債券ストラテジーファンドＪ（ＪＰＹ） 1 3,954 7 21,737 

ＰＩＭＣＯグローバルハイイールドストラテジーファンドＪ（ＪＰＹ） 1 4,774 7 32,305 
ＰＩＭＣＯエマージング債券ストラテジーファンドＪ（ＪＰＹ） 2 4,508 11 24,312 
キャピタル・グループ・グローバル・エクイティ・ファンド（ＬＵＸ）（クラスＣ） 0.263 1,755 1 8,721 

合 計 4 14,993 26 87,076 
 
（注）金額は受け渡し代金。 

 

 

銘 柄 
設 定 解 約 

口 数 金 額 口 数 金 額 
 千口 千円 千口 千円 
グローバル高配当株式マザーファンド 1,053 3,397 4,511 16,346 

 
 
 

○株式売買比率 (2022年９月16日～2023年９月15日) 

 

項 目 
当 期 

グローバル高配当株式マザーファンド 

(a) 期中の株式売買金額 4,399,397千円 
(b) 期中の平均組入株式時価総額 2,747,524千円 

(c) 売買高比率（a）／（b） 1.60   
 
（注）(b)は各月末現在の組入株式時価総額の平均。 
（注）外国の取引金額は、各月末（決算日の属する月については決算日）の対顧客電信売買相場の仲値により邦貨換算した金額の合計で

す。 

 

○利害関係人との取引状況等 (2022年９月16日～2023年９月15日) 

 

 該当事項はございません。 

 
利害関係人とは、投資信託及び投資法人に関する法律第11条第1項に規定される利害関係人です。 

 

投資信託証券 

親投資信託受益証券の設定、解約状況 
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日興スリートップ（資産成長型） 

○第一種金融商品取引業、第二種金融商品取引業又は商品取引受託業務を兼業している委託会社の自己取引状況 (2022年９月16日～2023年９月15日) 

 

 該当事項はございません。また委託会社に売買委託手数料は支払われておりません。 

 

○自社による当ファンドの設定・解約状況 (2022年９月16日～2023年９月15日) 

 

 該当事項はございません。 

 

○組入資産の明細 (2023年９月15日現在) 

 

 2023年９月15日現在、有価証券等の組入れはございません。 

 

 

銘 柄 
期首(前期末) 

口 数 

 千口 

ＰＩＭＣＯグローバル債券ストラテジーファンドＪ（ＪＰＹ） 5 

ＰＩＭＣＯグローバルハイイールドストラテジーファンドＪ（ＪＰＹ） 6 

ＰＩＭＣＯエマージング債券ストラテジーファンドＪ（ＪＰＹ） 9 

キャピタル・グループ・グローバル・エクイティ・ファンド（ＬＵＸ）（クラスＣ） 0.892 

合 計 21 
 
 
 

 

銘 柄 
期首(前期末) 

口 数 

 千口 

グローバル高配当株式マザーファンド 3,458 
 
 
 

○投資信託財産の構成 (2023年９月15日現在) 

項 目 
償 還 時 

評 価 額 比 率 

 千円 ％ 

コール・ローン等、その他 78,289 100.0 

投資信託財産総額 78,289 100.0 
 
（注）比率は、投資信託財産総額に対する割合です。 

 

親投資信託残高 
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日興スリートップ（資産成長型） 

○資産、負債、元本及び償還価額の状況 （2023年９月15日現在) 

項 目 償 還 時 

  円 

(A) 資産 78,289,604   

 コール・ローン等 78,289,604   

(B) 負債 1,575,250   

 未払解約金 893,903   

 未払信託報酬 601,367   

 未払利息 234   

 その他未払費用 79,746   

(C) 純資産総額(Ａ－Ｂ) 76,714,354   

 元本 25,051,161   

 償還差益金 51,663,193   

(D) 受益権総口数 25,051,161口 

 １万口当たり償還価額(Ｃ／Ｄ) 30,623円07銭 
 
（注）当ファンドの期首元本額は30,465,649円、期中追加設定元本

額は1,686,891円、期中一部解約元本額は7,101,379円です。 
（注）１口当たり純資産額は3.062307円です。 
 

○損益の状況 (2022年９月16日～2023年９月15日) 

項 目 当 期 

  円 

(A) 配当等収益 5,022,903   

 受取配当金 5,024,107   

 その他収益金 11   

 支払利息 △     1,215   

(B) 有価証券売買損益 4,450,084   

 売買益 5,747,007   

 売買損 △ 1,296,923   

(C) 信託報酬等 △ 1,279,570   

(D) 当期損益金(Ａ＋Ｂ＋Ｃ) 8,193,417   

(E) 前期繰越損益金 13,313,011   

(F) 追加信託差損益金 30,156,765   

 (配当等相当額) (  40,054,305)  

 (売買損益相当額) (△ 9,897,540)  

 償還差益金(Ｄ＋Ｅ＋Ｆ) 51,663,193   
 
（注）損益の状況の中で(C)信託報酬等には信託報酬に対する消費

税等相当額を含めて表示しています。 
（注）損益の状況の中で(F)追加信託差損益金とあるのは、信託の

追加設定の際、追加設定をした価額から元本を差し引いた差
額分をいいます。 

（注）親投資信託の信託財産の運用の指図に係る権限の全部又は一
部を委託するために要した費用のうち、2022年９月16日～
2023年９月15日の期間に当ファンドが負担した費用は
428,624円です。 

 

 

上記各資産の評価基準及び評価方法、また収益及び費用の計上区分等については、法律及び諸規則に基づき、一般に公正妥当と認められる
企業会計の基準に準拠して評価計上し処理しています。 
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日興スリートップ（資産成長型） 

○投資信託財産運用総括表 
 

信 託 期 間 
投資信託契約締結日 2008年11月12日 投資信託契約終了時の状況 

投資信託契約終了日 2023年９月15日 資 産 総 額 78,289,604円 

区   分 投資信託契約締結当初 投資信託契約終了時 差引増減または追加信託 
負 債 総 額 1,575,250円 

純 資 産 総 額 76,714,354円 

受益権口数 4,000,000口 25,051,161口 21,051,161口 受 益 権 口 数 25,051,161口 

元 本 額 4,000,000円 25,051,161円 21,051,161円 １万口当たり償還金 30,623円07銭 

毎計算期末の状況 

計 算 期 元 本 額 純資産総額 基準価額 
１万口当たり分配金 

金   額 分 配 率 

第１期 67,744,511円 82,406,772円 12,164円 0円 0.00％ 

第２期 36,370,268   44,399,526   12,208   50   0.50   

第３期 30,058,089   33,814,851   11,250   35   0.35   

第４期 23,568,336   30,329,176   12,869   35   0.35   

第５期 36,509,978   61,304,774   16,791   35   0.35   

第６期 47,656,808   91,852,647   19,274   35   0.35   

第７期 54,668,422   107,114,463   19,593   35   0.35   

第８期 35,193,250   61,596,314   17,502   35   0.35   

第９期 26,265,099   54,666,351   20,813   35   0.35   

第10期 30,215,620   63,216,692   20,922   35   0.35   

第11期 31,300,285   66,901,588   21,374   35   0.35   

第12期 25,058,178   55,527,721   22,160   35   0.35   

第13期 26,799,262   67,242,599   25,091   35   0.35   

第14期 30,465,649   83,327,985   27,351   35   0.35   
 
 
 

○償還金のお知らせ  

１万口当たり償還金（税込み） 30,623円07銭 
 
 
 

○お知らせ 

 

 2022年９月16日から2023年９月15日までの期間に実施いたしました約款変更はございません。 

 
 

約款変更について 


